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研究成果の概要（和文）： 森林の持続的管理のためには、現場監視の仕組みが不可欠である。本研究では、フランス
のショーの森と日本の諏訪地方等の樹林をフィールドとして選択し、現地視察と一次史料の精査を繰り返し、歴史学と
法社会学の視点を踏まえて比較を行った。その結果、いずれのフィールドにおいても、19世紀には森林監守人の制度が
確立されていたことを確認することができた。とくに日本については、藩士レベルの監守人に関して、その身分、意思
決定権の所在などをかなりの程度明らかにすることができた。この成果に行政法学的な制度研究の成果を重ね合わせる
ことにより、森林監守人という人的制度の合理性と重要性について相当の知見が得られたと考える。

研究成果の概要（英文）： For the purpose of the sustainable management of forests,it is indispensable to 
make someone patrol the forest.
 We visited mainly two places, the Forest of Chaux in France and Suwa district in Japan, repeatedly, and 
read the histrical documents about those fields, and studied them comparatively with the viewpoint of the 
historical science and the legal sociology. As a result we made it clear that the both fields had got the 
system of "forest ranger"within 19th century. Especially as to the "forest ranger" of Suwa district, we 
could find out more about their status, their decision-making authority and so on. Moreover, after 
studing those materials from a legal perspective, we could acquire much knowledge about the reasonability 
and importance of the "forest ranger".

研究分野：公法学

キーワード： 環境法　法制史　林学
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、法学的に見ると、行政法学にお
ける「行政法上の義務の履行確保」というテ
ーマの下に位置付けることができる。その方
面では、北村喜宣が精力的に研究を進めてお
り、『行政法の実効性確保』（有斐閣、2008
年）をはじめ多数の作品を著している。もち
ろん、それ以外にも多数の研究者が論文を執
筆している。しかしながら、森林という広大
な空間を監視するにはどうすればよいかと
いう問題意識からの研究は少ない。 
本研究は一見森林に特化した各論的研究
に見えるが、自然空間の時々刻々の変化を適
時に把握する手法の研究ということである
から、他の制度を参考にしてまとまった考察
をすることも可能である。現行法に則して言
えば、たとえば河川法 77 条に基づく河川監
理員の権限行使の実態を調査し、森林調査の
在り方の参考にするということが考えられ
るのである。この切り口に関しては、後述す
るように研究分担者である松本の貢献が期
待できた。松本は河川法ないし河川管理に関
して豊かな研究実績を有しており、法社会学
的な研究手法をも身につけている。 
仮に森林に関して河川監理員に相当する
ものを考えるなら、森林についての専門的能
力を有する特定の個人に特別の地位を与え、
その者に森林の巡回を委ねることになるで
あろう。研究代表者である交告ならびに研究
分担者である古井戸および三浦は、そのよう
な制度がフランスに存在していることを既
に知っていた。森林監守人(garde forestier)
の制度がそれである。その地位が不安定であ
ったためか、人員整理を巡る事件に関わって、
同国の最高行政裁判所であるコンセイユ・デ
タの判例にしばしば登場する。交告と三浦は
フランス行政法の研究歴があるので、法制面
から森林監守人の制度の詳細に迫ることは
比較的容易な状況にあった。また、古井戸は、
林学の研究者として、その卓抜したフランス
語を活用してフランスの林制に深く切り込
んできたものであり、森林監守人の制度史と
活動の実態を調査するだけの力量を有して
いた。 
 そこで、われわれは、このフランスの森林
監守人を手がかりにして、それに相当する他
国の制度と対比することを本研究の２つ目
の基軸にしたいと考えた。フランス以外にも
類似の制度があることについて当初からあ
る程度見通しをつけていたが、ともかくまず
フランスの森林監守人について、その来歴を
探るのが出発点である。しかるに、このテー
マに関して通覧し得る文献は限られている。
そこで、関係する分野の研究者が手を繋ぎ、
それぞれの専門分野で参考となる資料を発
掘し、そこから得られる知見を総合するとい
う作業が必須と思われた。  
また、北欧やドイツ語圏では、万民に自然
を享受する権利が認められており（阿部泰隆
「万民自然享受権－北欧・西ドイツにおける

その発展と現状（１）」法セミ 296、1979年
他）、林野利用権もその一部を構成すること
から、その利用状態を監視する「監守人」が
存在したようではあるけれども、そのことへ
の言及は断片的になされているにすぎない。 
ここで日本に目を転じると、現行の森林法
には森林監守人に相当する仕組みは存在し
ないが、わが国がこの仕組みを全く知らなか
ったわけではない。歴史的に見れば、同様の
仕組みは存在したのである。それはもちろん
われわれの関心事であるから、本研究の１つ
の大きな柱となる。その方面での主役は研究
分担者の坂本である。坂本は日本史学が専門
であり、このテーマとの関わりで「明治前期
における森林監守人の活動」『徳川林政史研
究所研究紀要』40号、という作品を公表して
いる。近世近代移行期の林政については、政
策立案過程や法令の分析が中心で（筒井迪夫
『森林法の軌跡』（農林出版株式会社、1974
年）など）実態面での研究が遅れていた。し
かし、その後の史料調査の進展とともに実態
調査が可能となり、坂本はその第一線にある。 
 
２．研究の目的 
森林は材木生産の場であるのみならず、そ
れ自体重要な環境要素であり、また二酸化炭
素の吸収や災害・水害の防備など種々の公益
的機能を担う自然空間である。何処の国も、
時代の要請に応じて森林の活用を図る一方、
それぞれの自然的・社会的条件に見合った森
林保護法制を発展させてきた。本研究では、
フランス、ドイツ、デンマークおよびスウェ
ーデンの法制を調査し、日本の法制との対比
を試みる。その際、とくに現場監視の制度的
工夫に着目する。森林は広大な空間であるか
ら、それを管理する上で全体に目を行き届か
せることは難しいが、実効的な森林保護のた
めには、時の流れの中で刻々と変化する森林
の様相を継続的に監視することがどうして
も必要である。これを目的とする上記の国々
の制度を、歴史の観点をも織り込んで学際的
に研究したい。 
 具体的には、19～20 世紀にかけての欧日
での森林保護法制全般について考究し、林野
を含む近代環境法制の形成過程を概括する。
次に、19世紀に於ける欧日のローカルレベル
での自然空間管理の変容を概括する。続いて、
19～20世紀の欧日における「森林監守人」（あ
るいはそれに類した制度）の変容と、伝統的
共同体による林野利用への影響についての
国際比較研究を行う。最後に、これらの研究
結果を総合し、日本の近世近代移行期の森林
保護法制の実態的変化、欧州法制の日本での
受容過程を明らかにする。これらの作業の成
果を踏まえて、森林の持続的管理を目的とす
る現場監視のあるべき姿を探ることとする。 
 
３．研究の方法 
本研究は、まず明治初期の日本に創設され
た森林監守人という制度について、その思想



的系譜を探究することから出発する。すなわ
ち、それが江戸時代以前の何らかの制度を発
展させたものであるのか、それとも明治に入
ってから外国の法制度をも参考にして構想
されたものなのかを見極めるということで
ある。前者の場合は、はたしてその江戸期以
前の制度はどのようなものであったのか、そ
こにどのような思想的基盤があったのか、制
度の運用状況はどうであったのかというよ
うに探究すべきテーマを拡大して行く。他方、
後者であったならば、いったいいかなる国の
制度が参照されたのかを検討する。併せて現
在の日本における森林管理の実態を調査し、
歴史的な制度との連続性を考える。そして、
そうした日本の法制度の研究と並行して、ヨ
ーロッパ諸国に見られる類似の法制度の研
究を進める。最後に、日本の制度と外国の制
度とを比較検討する。 
 
４．研究成果 
(1)広域空間である森林を持続的に管理す
るためには、実際に相当の頻度で現場を巡視
する人材が必要である。フランスに森林監視
人の制度があることはよく知られているが、
明治期の日本にも類似の制度が存在した。そ
れらの制度を比較検討し、今日の日本でうま
く機能する法制度を模索することが、「３．」
で述べたように、本研究の目的であった。 
 初年度は、まずは問題意識の共有を図るた
め、平成 24 年 5 月に長野県飯田市で合宿を
行った。同所を選択したのは、歴史学者であ
る坂本が明治期の監守人制度の調査地とし
て長野県と群馬県を予定していたからであ
る。したがって、坂本が飯田市歴史研究所の
利用要領を会得できたことの意義は大きい。
そして平成 25 年 3月、平成 24 年度の研究の
総括として、高知市およびその周辺で合宿を
組み、林学者である古井戸の指導の下、焼き
畑の慣行で知られる同県の森林と林業の実
情について調査を行うとともに、それぞれの
研究の進展について語り合った。 
これら２つの合宿の間に、各メンバーが単
独で、ないしは１名相方を得て、それぞれの
関心事について調査を実施した。 
坂本は、幾度も自身のフィールドを訪ねて
資料収集を行った。 
三浦は、交告とともに、被災跡が残る宮城
県を訪問し、同県の林業について森林組合等
で聴取りを行った。また、その後兵庫県庁を
訪問して新ひょうごの森づくりについて聴
取りをし、さらに森と河川との繋がりに関し
て、兵庫県の加古川の河川管理、鹿児島県の
河川管理につき文献資料を収集した。 
古井戸は、坂本とともに、フランスのジュ
ラ県にある文書館を訪問し、貴重な絵図を含
む有益な資料をフィルムに収めた。坂本はフ
ランス研究の担い手ではないが、この調査で
は彼の歴史学者としての素養が大いに活か
された。 
松本は、昨今の難題であるカワウの増加に

関心を覚え、彼らの塒（ねぐら）である森林
に如何なる変化が生じているのかを探るべ
く、交告とともに、関西方面のまとめ役であ
る滋賀県庁の担当課を訪問し、聴取りを行っ
た。また、その後アメリカに渡って同国の環
境法研究者と交流し、森林と河川のつながり
具合について見聞を深めた。 
(2)平成 25年度は、全員参加の活動としては、
9 月 21 日から 23 日にかけて、北海道調査を
実施した。調査場所は、石狩森林管理署内に
所在する小柳造林地である。ここはかつて火
災に遭い、その後、中等学校卒の下級吏員で
あった小柳氏によって造林された土地であ
る。我々は、その内部を散策し、遷移の状況
を観察し、造林地が見事に成林している様子
を確認した。合わせて、郷土史研究上重要な
施設である黒岩家住宅を見学し、同所で受け
た解説により、小柳氏がコミュニティーの中
で重要な位置を占めていたことを認識した。 
次に、単独ないしはペアを組んでの活動を
眺めてみよう。まず、坂本は、平成 25 年度
も、群馬県と長野県のフィールドを頻繁に訪
問し、資料収集に務め、かつその成果の一部
を公表した。 
三浦は、国立公園内での地熱発電を巡るシ
ンポジウムにおいて、学会誌に掲載された査
読付き論文をもとにその成果を発表した。 
 古井戸は、平成 25 年度のメインテーマで
あるフランスの森林監視員制度の研究に大
いに貢献した。具体的には、チロルにおける
森林監守人について文献を精査し、小稿を草
した。この研究により、古井戸は、チロルの
森林監守人は渓流の監護の役割も果たして
いたことを認識した。古井戸はまた、11 年 8
日から 10 日にかけて高知を訪問し、林業経
済学会の秋季大会に参加した。これにより、
林地相続と境界管理の問題に関して、最新の
知見を得ることができた。  
松本は、先年よりアメリカに確保している
フィールドを探訪し、同所で聴取りを行い、
資料の収集に努めた。 
 研究代表者である交告は、全員の研究を俯
瞰し、全体の方向付けを行った。具体的には、
平成 25 年 6 月 17 日および平成 26 年 3 月 25
日に東京で全体会議を主催した。個人的には、
デンマークの法制度研究に備えてデンマー
ク語の学習を継続し、文献の収集に努めた。 
 (3)最終年度である平成 26 年度の目標は、
全体として森林の現場監視に対する理解を
深め、それを森林保全制度に関する総合的考
察の基点に据えることであった。 
 坂本は、再度古井戸の仏国調査に同行し、
歴史の専門家として調査の質を高めること
に貢献した。また、本来の専門である日本近
世史の視点から、主として長野県諏訪地方に
おいて、江戸時代後期の森林管理の在り様を
示す古文書を調査し、写真撮影を行った。 
 古井戸は、平成 26 年 11 月に宮崎大学で行
った研究報告を踏まえ、同月に仏国ジュラ県
のショーの森で現場調査を行い、さらに同県



の公文書館等において文献を調査した。その
成果は相当の量に上り、目下その一部を他の
メンバーと共有することができたところで
ある。 
 三浦は、平成 26 年 3月 30 日に東京大学で
開催された林業経済学会主催のシンポジウ
ムにおいて、地熱利用の観点から見た森林管
理の法的問題点について報告し、国立公園内
の森林を公物と捉える視点を示し、唯一の法
律専門家として公開討論に参加した。その成
果は、専門誌「林業経済」平成 27 年 2 月号
に収録されている。 
 松本は、平成 26 年 11 月に米国で開催され
た UC バークレー校共催のモノ湖事件関連シ
ンポジウムに参加し、同湖の上流に広がる森
林の水域・水質保全機能に関して深い知識を
得た。また、平成 27 年 3月に UC バークレー
校の法律専門家が来日した際、京都の寺社を
案内する中で、それらの寺社を永続させるに
必要な森林の管理に関わる法制度の在り様
を研究した。 
 交告は、これらの研究を総括するとともに、
環境省のモニタリング地点に指定されてい
る神奈川県内の林地に開発許可が下りた事
件に着目し、森林法の仕組みが抱える問題点
を探究した。また、平成 27 年 1 月に三浦、
古井戸とともに、広島市安佐南区の水害被災
地を訪れ、周辺の森林を視察した。これによ
り、薪炭林を放置することが森林の防災機能
に与える影響を検討するうえで必要となる
現場的知見を得ることができた。 
 (4)以上を総括すると、まず古井戸と坂本の
尽力により、考察の基点となる監守人制度に
ついて、フランスと日本それぞれについて一
定の知見が得られたことが大きな収穫であ
る。とくに、日本史の研究者である坂本が古
井戸に同行してフランスに渡り、林学の研究
者である古井戸の調査に歴史的視点を提供
したことの意義は大きい。しかも、両人のコ
ラボレイションは古井戸が所属する学会で
の報告として結実した。2014 年 11 月 7 日に
宮崎大学で開催された林業経済学会 2014 年
秋季大会での「第一次大戦後における仏国市
町村有林における森林監守人の国家公務員
化－Jura 件・ショーの森を事例に－」と題す
る報告である。坂本自身はこの学会に出席す
ることは叶わなかったが、報告の準備に力を
注いだことで、自身の本来的業績である明治
期の日本における監守人制度との比較研究
に或る程度道が拓かれたのではないかと思
われる。 
 他方、三浦の高知県、兵庫県等における聴
取り調査や資料収集、および松本によるアメ
リカでのフィールド研究を通して、森林と水
循環との関係について、かなりの知見が得ら
れた。これを監守人制度に関する省察の基盤
として活用することが学際性を誇る本研究
の狙いの一つであったが、古井戸の指導の下
に、この面でもある程度の成果を収められた
と思う。先に古井戸がチロルの森林監守人が

渓流の監護の役割も果たしていたことを明
らかにしたと述べたが、他のメンバーはこの
指摘から大いに刺激を受けた。とくに、河川
管理や流域の土地利用の法社会学的研究を
得意とする松本にとっては、この方面での古
井戸の助言は裨益するところが大きかった
ものと推測される。また、三浦も、かねてよ
り温泉経営と地熱発電の共生という観点か
ら国立公園の樹林地管理に関心を寄せてお
り、この面で森林のもつ保水力等の公益的機
能に関して深い知識を必要とした。その意味
で、古井戸という指導者が得られたことは願
ってもないことであったと言えよう。 
 交告は、いずれの年度においても、少なく
とも２回は全員会議を招集し、メンバーの関
心の所在を確かめたうえで、当該年度におけ
る各メンバーの研究が最終的には有機的に
結び付くように配慮した。その一方で、自ら
の研究としては、主として森林法の制度であ
る保安林や林地開発許可の制度に着目し、森
林の持続的管理の見地からこれらの制度の
運用上の問題点を探った。そして、それらの
成果を、東京大学公共政策大学院での沿岸域
管理法制度論の講義や、同法科大学院におけ
る環境法の講義に活かすよう努めた。さらに、
具体的な成果を出すまでには至らなかった
が、当初より計画していたデンマークの森林
法制の研究に向けて、読書力の涵養に努め、
資料を収集した。 
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